
して、個人事業主向けの1人用オフィ

スとしてレンタルする、「CUBE」とい

うレンタルオフィスサービスを提供し

てきた。このサービスは「好立地なが

ら賃貸料は割安」という評判を呼び、

多くの顧客に利用されている。

同社のビジネスモデルは、一般的な

レンタルオフィス業とは異なる。一般

的なレンタルオフィス業者は、オーナ

ーから借り上げた物件を入居者に転

貸する方法によって、収益をあげてい

る。この方法では、不動産オーナーに

も賃貸収益を分配しなければならな

いので、レンタルオフィス業者の利益

率は低くなる。また、それにともない、

賃貸料も比較的割高にならざるを得

ない。それに対して、同社は自社保有

物件を顧客に提供しているため、収益

を確保しながら、賃貸料を比較的低価

格に抑えることが可能となる。また、

収益率が高いため、オフィス機器や通

信回線などのハードウェア、優秀なス

タッフによる応対といったサービスを

充実させるための投資が可能になる。

同社が提供するレンタルオフィスの

もうひとつの特徴は、全テナントの「秘

書」の役割を果たすスタッフの教育を

徹底していることだ。さまざまな業種

の企業が入居する同社のレンタルオ

フィスには、それぞれの業種の、さま

ざまな取引先からの問い合わせが寄

せられる。そうした問い合わせにスタ

ッフが応対できるように、社員研修な

どにより、スタッフ教育に力を入れて

いるという。こした努力が「CUBE」と

いうブランドに対する顧客の信頼を支

える原動力になっているようだ。

また、大阪駅前第四ビルのリニュー

アルにともない、同社では2006年4

月より、それまでの個人事業主向け・

ブース型の1人用レンタルオフィスサ

ービス「CUBE」に加えて、従業員数2～

5人程度の小規模事務所向け・個室型

のハイクオリティ・レンタルオフィスサー

ビス「CUBE24」の提供も開始した。

新規事業の開始にあたって、従来は

通常の賃貸オフィスとして提供してい

た大阪駅前第四ビル16階の同社保有

区分を、全24室を備える「CUBE24」

のスペースに変更した。「CUBE24」

の各個室には、デスク、キャビネット、

モノクロ複合機が備え付けられてい

る。また、電話線や高速インターネッ

ト回線もあらかじめ引き込み、パソコ

ンと書類さえ持ち込めば、すぐにオフ

ィスとして利用できる環境を整えた。

カラー複合機の管理を
暗証番号からICカードへ変更

レンタルオフィス「CUBE24」の各

個室にはモノクロ複合機が備え付けら

れているが、カラー複合機については、

全入居者で1台を共有するシステムを

とっている。もちろん、各個室とカラ

ー複合機はネットワークで結ばれてい

る。とはいえ、同社のレンタルオフィ

スには複数の企業が入居しているので、

印刷した文書を他の企業に見られるよ

うなことがあってはならない。そこで、

ブース型のレンタルオフィス「CUBE」

においては、機密文書の印刷や複製な

どについては、各入居者に暗証番号を

入力してもらっていたという。しかし、

このやり方には利便性という点で不満

があった。たとえば、企業が大阪出張

所として同社のレンタルオフィスを利

用する場合、駐在員が入れ替わること

が多く、暗証番号が継承されないこと

もあった。
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レンタルオフィス内の複合機と入
退室のセキュリティ強化

導入の狙い

導入システム

複合機と入退室のセキュリティ強
化、入居者の利便性向上を実現

導入効果

レンタルオフィス、貸し会議室、電話代行サービスなどを手がける

●業種：不動産賃貸業、電話代行業
●事業内容：レンタルオフィス、貸し会
議室、電話代行サービス
●従業員数：14名

〒530-0001

大阪市北区梅田1-11-4-1100

大阪駅前第四ビル11階10号室

TEL.06-4799-9010

カラー複合機 imagio MP
C3000、リコー個人認証システム、
入退室管理システム WebCASt

2006年12月取材株式会社大阪エル・シー・センターは、
JR大阪駅前の高層ビル「大阪駅前第四ビ
ル」に複数の自社物件を所有し、大手企
業の大阪事務所や個人事業主の事務所と
して適したレンタルオフィスを賃貸するほ
か、貸し会議室、電話代行サービスなど
を手がけている。レンタルオフィスは、大
阪駅前という好立地と、自社物件ならで
はのリーズナブルな賃貸料、顧客へのサ
ービスが評価され、高い入居率を誇る。
2006年、同社は新しく開設したレンタ
ルオフィスのオープンにともない、セキュ
リティ強化と入居者の利便性を図るため、
カラー複合機と入退室管理のICカード認
証を統合するシステムを導入した。

導入事例

部長

岡本暢一氏

「大阪という場所柄か、東京に比べると、
最新の技術情報や製品情報が、なかな
か耳に入ってこないところがあります。当
社も積極的な情報収集を心がけていま
すが、大塚商会さんには情報提供の面で
も期待しています」

好立地ときめ細かいサービスで
質の高いレンタルオフィスを提供

大阪の表玄関とも言うべきJR大阪

駅。北口を出ると、大阪の経済中心

地として知られる梅田だ。株式会社

大阪エル・シー・センターは、梅田にあ

る大阪駅前第四ビルに複数の自社物

件を保有し、レンタルオフィス、貸し

会議室、電話代行サービスといった事

業を手がけている。同社の保有物件

の魅力は、第一に好立地という条件

にある。梅田の中でも一等地にある

大阪駅前第四ビルは、関西圏のビジ

ネスマンなら、知らない人はいない

という有名ビルだ。とはいえ、それだ

けに同ビルの分譲・賃貸料金は高く、

オフィスを構えるには敷居が高いの

も事実だ。そこで、同社では保有する

物件を、小さなブース単位に区分け

カラー複合機と入退室のICカード認証を統合
し、セキュリティ強化を実現した株式会社大阪
エル・シー・センター



なプランには納得できませんでした。

大塚商会さんの提案が、最も合理的

で、当社のイメージするものに近かっ

たのです」と、岡本氏はベンダー選定

の理由、システム選定の理由を明快に

語る。

imagio MP C3000 カラー複合

機は、オプションのICカード認証シス

テムを追加するだけで、ICカードによ

る情報管理が可能。また、WebCASt

はASP型の入退室管理システムなの

で、複合機管理と入退室管理を統合す

る際にも、専用サーバを設置する必要

はない。こうした提案は、大塚商会な

らではの「総合力」が可能にしたもの

と言ってもよいだろう。

ICカードの印刷トラブルも
大塚商会のサポートで解決

しかし、大塚商会が提案したシステ

ムも、導入時にまったく問題がなかっ

たわけではない。たとえば、ICカード

の印刷が同社の意向に沿うものでは

なく、印刷のやり直しを依頼した結果、

ICカードの納期が遅れ、「CUBE24」

のサービス開始時に本番のICカードが

間に合わないというトラブルが発生し

た。仮のICカードでシステムを運用開

始し、本番のICカードが到着すると、大

塚商会がカードの再登録作業を迅速に

行ったため、大きな混乱は生じなかっ

たという。「問題が生じた時にもすば

やく対応する、大塚商会さんのサポ

ート力には感心しました。コストパフ

ォーマンスも魅力ですが、サポート力

はさらに大きな魅力ですね」と岡本氏

は語る。

同社のようなレンタルオフィス業

の場合、入居者が使用するオフィス機

器に何らかのトラブルが発生した場

合、速やかに対応することが重要だ。

そのような場合も、大塚商会は電話1

本で迅速に対応してくれるのが頼も

しいという。また、今回のシステム導

入に限らず、大塚商会には、業界動向

や業界内外のIT活用事例などの情報

提供を期待しているという。「大塚商

会さんにはさまざまな業界とのお付

き合いがあるので、当社のような業界

では、どのようなシステムが、どのよ

うに活用されているのかという情報

を、提供していただけると助かりま

す」と岡本氏は語る。

今回のシステム導入に見られるよ

うに、同社では、今後もITを活用しな

がら、顧客である入居者に対して、質

の高いサービスを提供していく考え

だ。それにあたっては、大塚商会の技

術力やサポート力に、これまで以上に

期待しているという。

そうした経験をふまえて、同社はレ

ンタルオフィス「CUBE24」に導入す

るカラー複合機に、ICカード認証シ

ステムを採用することにした。ICカ

ード認証システムなら、暗証番号を記

憶していなくても、複合機に取り付け

られたカードリーダにICカードをか

ざすだけで、機密文書の安全な印刷や

コピーが可能となる。「入居されたお

客様に手間をかけさせることなく、確

実に情報漏洩を防止するには、ICカ

ード認証システムが最適だと考えまし

た。暗証番号の場合は、暗証番号そ

のものが外部に漏れる危険もありま

すが、ICカード認証システムなら、そ

のような心配もありません。また、IC

カード認証システムは、複合機のオプ

ション機能として提供されているの

で、コストがかからないのも魅力でし

た」と、同社で部長を務める岡本 暢一

氏は語る。

そもそも、同社がカラー複合機を

全入居者で共有するシステムとしたの

は、入居者に費用負担をかけないた

めでもあった。したがって、情報漏洩

は防止しなければならないが、そのた

めに多大なコストをかけることはで

きない。ICカード認証システムの採

用は、コストをかけずにセキュリティ

を強化する、同社のレンタルオフィス

「CUBE24」にとって、最適な解決策

だったと言えるだろう。

複合機管理と入退室管理を
1枚のICカードに統合

しかし、岡本氏はカラー複合機のオ

プションとしてICカード認証システムを

追加するだけでは物足りない、と感じ

ていた。同社の「CUBE24」は、その

名の通り、24時間フルに利用できる

オフィスとして設計されている。

そのためには、入退室を厳重に管

理するセキュリティ・システムも要求さ

れていた。不審者の侵入をブロック

する入退室管理についても、ICカー

ド認証によるシステムを検討してい

た岡本氏は、カラー複合機管理と、入

退室管理を1枚のICカードに統合する

ことはできないか、と考えた。そして、

そのような提案を複数のベンダーに

依頼したという。

最終的にはベンダー3社、複合機メ

ーカー4社のコンペになったが、そこ

で最も合理的なプランを提案したの

が大塚商会だったという。大塚商会の

提案内容は、リコー製カラー複合機

imagio MP C3000 にオプションの

ICカード認証システムを追加し、入退

室管理システムとしてはセキュリティ

デザイン社製のWebCAStシステム

を採用。さらに、カラー複合機と

WebCAStのICカード認証を、サーバ

を経由せずに連動させるというもの

だった。このプランなら、コストをか

けずに、カラー複合機管理と入退室管

理を1枚のICカードに統合することが

可能になる。この提案が決め手とな

り、同社は大塚商会から新システムを

導入することを決めた。

「複数のICカードを利用するシステ


